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情報化のなかの経済学部分館

附属図書館経済学部分館長

　最近の学生の生活でもっとも大きく変わ っ

たのは携帯電話の普及によるコミュニケーシ

ョンの取り方だろう 。いま携帯電話を持たな

い学生をさがすのはきわめて難しい 。若い

人々にとって携帯電話はすでに身体の一部と

化しているような感じさえある 。おそらく携

柴多一雄

帯電話を抜きにした生活は想像できないもの

になっているのであろう 。

　情報技術の発展は、学生の生活だけでな
く、 学習のありかたにも大きな変化をもた
らしている 。私のゼミでも 、図書や雑誌だ
けでなく 、インターネットで調べたという
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報告が、ここ２ ，３年かなり見受けられる

ようにな った。検素機能を使えば、知りた

いことが一応何でも調べることができるの

だから 、インターネットは非常に便利であ

る。 わざわざ図書館に行 って本を探し出し 、

必要なぺ一ジを開いてメモを取 ったり 、

コピーをする必要もなく 、調べたい言葉を

打ち込んでやれば、それについての記事が

いろいろ出てきて 、これと思 ったものをプ

リントアウトすればそれでいいのだから
、

これほど便利なことはない 。

　もっとも 、どのホームページで調べたか

を聞いても覚えていなか ったり 、内容の間

違いを指摘しても 、ホームページにはそう

なってました 、という答えしかかえってこ

ない場合が多いのは問題だが、これは本で

調べた場合でもありうることだし 、要はイ

ンターネットを使 っての学習方法をきちっ

と確立するしかないのであろう 。

　私も 、インターネットを利用する機会は

ここ数年のあいだに急激にふえてきた 。検

索機能を使 って思わぬ情報を得たことも１

度や２度ではないし 、図書館のＯ 　Ｐ 　Ａ　Ｃは

頻繁に利用している 。かつては図書館まで

出向いていって 、カードボックスのなかの

力一ドを１枚１枚繰って目的の図書を探し

ていたものだが、忙しいなかを図書館まで

行って目的の図書がなか ったときのなんと

もいえない無カ感を何度味わ っただろうか 。

現在では、ある時期以降のものについては 、

研究室のパソコンから学内だけでなく全国

あるいは世界中の図書館の書誌的な情報を

得ることができる 。

　書誌的な情報だけでなく 、内容について

も電子ジャーナルが増えて 、雑誌論文につ

いては内容まで見ることができるようにな

っている 。また電子ジャーナル化されてい

ない雑誌についても 、相互利用によってい

ながらにして複写依頼ができるようにもな

っている 。そしてこの傾向は今後ますます

進んでいくことであろう 。

　図書館に行かなくても 、研究室から必要

な情報を得ることができるという状況にな

ってきているといっていいのかもしれない 。

　このように、惰報化の進展によって図書

館の機能が大きく変化、向上している一方 、

建物としての図書館は目を覆うような状態

である 。経済学部分館も 、図書の収容能カ

はすでに飽和状態をとっくに越えてしまっ

ている 。昭和４６年に建設されてから 、基

本的にはほとんど変わ っていないので、書

庫に入りきらないものは東南アジア研究所

に置かせてもらっ たり 、学生閲覧室の■部

を削 って書架を置いたりしてしのいできた

が、 昨年度はついに事務室のスペースを削

って書架を配置するまでになってしまった 。

しかし 、毎年５ ，０００冊のぺ一スで図書

が増え続けていくため 、これもあと１， ２

年で限界に達してしまうのは明らかである 。

まさに焼け石に水とはこのことだが、なに

もしないでいるわけにはいかないので、な

んとか編し編し破綻を先にのばしている状

態である 。

　昨年度、経済学部ははじめて外部評価を

受けたが、そのなかで施設（建物）と図書

館の評価がもっとも低か った 。施設につい

ては幸い昨年度の補正予算で校舎の増築が

認められて 、少しは改善する見通しがつい

たが、経済学部分館についてはまっ たく見

通しがた っていない 。
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図書館の情報化が進み、機能が変化、向上し

ていくなかで、建物としての図書館は今後い

ったいどうなっていくのだろうか。建物とし

ての図書館は不要になっていくのだろうか 。

　大学図書館といっても 、図書館に対する教

官の要求や考え方は専門によってかなり臭な

っている 。最新の情報をできるだけ早く手に

入れたいという点では一致するが、その他の

点では異なるところがかなりあるのではない

だろうか。たとえば情報化に対する対応ひと

つとっても 、自然科学系 ・医学系の研究者と

人文社会科学系の研究者では温度差があるよ

うである
。

　そのひとつは、雑誌と図書の関係で 、人

文社会科学系の研究者の場合は図書の利用

の割合が比較的高いことである 。自然科学

系・ 医学系の研究者が著書を出すことはそ

れほど多くないと思われるが、人文社会科

学系の研究者は論文を発表するとともに 、

発表した論文をまとめて著書とするのが一

般的で 、どちらかといえば著書のほうに大

きなカがそそがれるようである 。したが っ

て、 図書館に対する要求も 、雑誌と同じく

らいあるいはそれ以上に図書の整備が求め

られる 。論文の電子化に比べて図書の電子

化はそれほど進んでいないし 、はたして図

書が電子化になじむかという問題もあり 、

電手化に対応することも必要だが、充分な

収納スペースを確保することこそ重要だと

いう意見も強くある 。

　また雑誌についても 、過去何年くらい前

のものまで利用するかといった点では、自

然科学系 ・医学系と人文社会科学系の研究

者とではかなり異なっている 。人文社会科学

系の研究者の場合は、考えられている以上に

古い雑誌に対する需要が大きいのである 。

　そういう意味では、人文社会科学の図書館

である経済学部分館の建物としての図書館の

役割は、今後さらに惰報化が進んでも増しこ

そすれ低下することはないであろう 。

　研究者としての教官のことばかり書いてき

たが、大学図書館が研究者としての教官のた

めにだけあるのでないことはもちろんである 。

むしろ建物としての図書館は学生にとってこ

そ重要だといわなければならない。学生がイ

ンターネットを通じていろいろな知識を得る

という状況は、今後さらに進むと思われるが 、

書物を通じての学習がなくなる二とはないで

あろうし 、学生がきちっとした知識をつける

ためには、充分な蔵書（と当然それを収容す

る充分なスペース）と快適な閲覧スペースを

備えた図書館の重要性はこれからもおそらく

変わらないであろう 。

　図書館は大学の顔だといわれる 。その大学

でどのような研究が行われているのか、どの

ような教育がなされているのか、図書館に行

けばひと目でわかるからである 。これから大

学の多様化と選別がすすむなかで、大学の顔

としての図書館の充実がいまほど必要な時期

はないのではないだろうか 。
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幕末 ・明治期日本古写真超高精細画像データベース公開
（情報システム係）

　附属図書館では、平成１０年度から古写真データベースを公開してい

ますが、「もっと画像を大きくして見たい」「画像の細部が見てみた

い」という要望に応えるために、今回新たに、幕末 ・明治期日本古写

真超高精細画像データベースを、平成１３年度科学研究費補助金の配分

を受け、日本語版及ぴ英語版両言語で構築しました 。

　これは、附属図書館所蔵の幕末から明治にかけて撮影された日本の

風景 ・風俗の写真約５，４００点の中から 、長崎に関した２０１点を厳選し
、

フラッシュピックス形式１二より電子化したものを、インターネットを

介して 、パソコン画面で画像をクリックすることで虫眼鏡で見るよう

に拡大して見ることができるものです 。

　検索方法は、３種類の地図（市街地眺望 ・中島川周辺 ・外国人居留

地）を用いた撮影ポイント検索、撮影者 ・撮影年代 ・撮影地区を選択

する検索。タイトルと解説文の全文検索を用意しています。また、それぞれの画像には４００字程度の解説文を

付しています。なお、今年度中に東京、横浜、神戸等全国各地の画像３００点を追加いたします
。

○画像を拡大すると …　長崎ゆかりの写真術の開祖「上野彦馬」の顔が見えてきます 。

クｌｌツク１
“

○商店街の看板（ＡＲＡＫｌ　ＢＡＲＢＥＲなど）が見えてきます
。

ク１』ツゲ人

○建築途中で足場が組んであり 、現在の建物とは違う大浦天主堂が見えてきます 。

ＵＲ・
ｈｔｔｐ：／／ｚｏｏｍｐｈｏｔｏてルｎａｇａｓａｋｉ’ｕ ・ａｃ

・ｊｐ／

一４一



　　　　　　　　　　　　　　■

長崎大学附属図書館報Ｎｏ８６

ＳｃｌｅｎｃｅＤ■ｒｅｃｔのＳｅａｒｃｈメニコー一では、収載誌の論文検素の他に 、”ｅｄｌ■ｎｅの検素や科学 ・技術 ・

医学のコアジャーナル７０００誌から１２００万件の文献情報を収録したＮａｖｉｇａｔｏｒの検索もできます
。

検索結果の一覧表示→
　検素条件に適合した文献の書誌レコー

ドが■覧表示されます 。

　ここから”ｅｄｌ　ｉｎｅ やＮａｖｉｇａｔｏｒに収録

されている抄録を見ることができます 。

　また 、ＳｃｉｅｎｃｅＤｉｒｅｃｔに原文献が収載

されているときは 、ＳｕｍｍａｒｙやＦｕ１ｌ　 Ｔｅｘｔ

（ＨＴＭＬ又はＰＤＦ）を見ることができます
。

　単一プラットホーム上での二次情報の

検素結果から一次情報へのリンクという

連続的なナビゲーションが可能です 。

←ＳｃｉｅｎｃｅＤｉｒｅｃｔのＳｅａｒｃｈ画面

　キーワード等の検索条件を指定するこ

とにより 、ＳｃｉｅｎｃｅＤｉ　ｒｅｃｔ収載Ｊｏｕｒｎａｌｓ

の他に 、Ａｂｓｔｒａｃｔ　 Ｄａｔａｂａｓｅｓである

”ｅｄｌｉｎｅやＮａｖｉｇａｔｏｒ も対象とした文献

情報検索をすることができます 。

　ＮａＶｉｇａｔｏｒの収録分野は、ライフサイエ

ンス ー臨床医学 ・農学 ・環境科学 ・社会

行動学 ・心理学 １物理学 ・化学 ・地球科

学一 工学 ・コンピュータ技術で、収録レ

コードの約７０％に抄録が付与されています
。

万イ」■ｏ　■皇嘔〕　鶉芹ｏ’　り午，フ但〕　ｏｏ……］｛副ｏ‘ 喧〕　へ」げ出ヨ

□亟…］匝亟亟団匝□□画画互亟…］［画１コロ匝コ

１０６＾ｎｉｏ１餉「ｏｕｎ一

　’｛・此“岨１ 曲血皿舳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一●冊，｝’’●　　舳曲皿朋

ｒｒ
　Ｃ…１６０■“ ’１帖…■ｌｉ”’叩一ｉ｛・ ｝Ｈｌｉ’．■’“一ｉ・…ｏ・１帥１ｉ仙 冊＾叩伽１ｉ・Ｉ

　　｛
●■ｏｌ＾●・叩リ１日１”帖ｏｏ■●■●●！’ｏ閲ｈ ｏ． 刮’肚阯…止’趾岨屹助伸止’一‘曲 一〃ｏ佐’山加曲比

　　”ｏ右＾榊一吻山皿＾ｆ冊ヱ止畠岨２－３帖山〃２伽ま’閉自ｆ〃一１班

４「

“ヰ

←ＣｒｏｓｓＲｅｆによる外部リンク

　ＳｃｉｅｎｃｅＤｉ　ｒｅｃｔに収載されていない文

献については、多数の出版社の共同事業
であるＣｒｏｓｓＲｅｆをゲートウェイとして

、

リンクをたどることも可能です 。

　ＳｃｉｅｎｃｅＤｉｒｅｃｔのＳｅａｒｃｈ機能では 、収

載誌のみならず、二次情報デ　タベース
である”ｅｄｌｉｎｅやＮａｖｉｇａｔｏｒ を用いた

、

より包括的な文献情報検索が可能です 。

　ＳｃｉｅｎｃｅＤｉｒｅｃｔを文献調査にもご活用

ください 。
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ＥＢＳＣＯｈｏｓｔ ，ＰｒｏＱｕｅｓｔ（雑誌論文データベース）及びＣＳＡ（抄録データベース）が１０月３１日まで

トライアル中です。外国雑誌１万誌以上を対象とする文献の調査及び入手が可能となっています
。

ＰｒｏＱｕｅｓｔのＳｅａｒｃｈ画面→

　ＰｒｏＯｕｅｓｔも多数の出版社の数干タイ

トルにのぼる外国雑誌をインターネット

上で検索し 、得られた論文の全文 ・抄録

を入手できる 、オンラインデータベース
です

。

　トライアルでは、経済経営 ・ビジネス ・

保険 ・社会科学 ・人文学 ・教育 ・一般科

学・ 音楽 ・芸術が対象とな っています 。

　また 、１６０万件以上の学位論文抄録の

検素も可能です 。

←ＥＢＳＣＯｈｏｓｔのＳｅａｒｃｈ画面

　ＥＢＳＣＯｈｏｓｔは、多数の出版社の数千タ

イトルにのぼる外国雑誌を 、インターネ

ット上で検索し 、得られた論文の全文 ・

抄録を印刷 ・保存 ・Ｅ－Ｍａｉ１送信できる
、

オンラインデータベースです 。

　トライアルは経済 ・教育分野の雑誌を

多数含み、同時にＡｇｒｉｃｏｌａ ，ＢｌＯＳｌＳ
，

ＥｃｏｎＬ
　ｉ

　ｔ ，　Ｅｄｕｃａｔ
　ｉ

　ｏｎ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ ，　ＥＲ 　ｌ　

Ｃ，

ｌＮＳＰＥＣ ，ＰｓｙｃｌＮＦＯ，ＳＰｌＮなど定評ある各

種抄録データベースも利用できます
。

←　ＣＳＡのＳｅａｒｃｈ画面

　Ｃａｍｂｒｉｄｇｅ　 Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　 Ａｂｓｔｒａｃｔｓ 社の

抄録データベース１９点が利用できます 。

　主題分野は、航空宇宙科学、農学、水
産科学、人文 ・芸術、生命科学 ・医学

、

コンピュータ技術、地球 ・環境科学、専

門工学、材料科学、社会科学です 。

　以上のデータベースは、図書館ホーム

ページの「サービス案内」から「データ

ベース検索」を選択すれば利用できます 。

（電子情報係）
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　附属図書館では、以前より利用者の皆様

からのご要望が多く寄せられていました
、

Ｗｅｂからの文献複写 ・図書借用依頼サー

ビスを、平成１４年７月より開始いたしま

した
。

　長崎大学附属図書館の図書館利用者証
（カード）をお持ちの方なら 、利用が可能

です。ただし 、依頼する際は学内の端末か

ら申込みしないと依頼できない設定をして

いますので、ご注意下さい
。

附属図書館ホームページ
（ｈｔｔｐ： ／／ｗｗｗ．ｌｂ ．ｎａｇａｓａｋｉ－ｕ

．ａｃ
．」ｐ／）

→サービス案内ボタン→サービス案内

→文献複写 ・図書借用依頼（学内限定）

とたどってアクセスすると
、

ぎ巾　　Ｈ　ｕ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｊ批帖鎖戯辺
（ｈｔｔｐ１ ／／ｗｗｗ．ｌｂ ，ｎａｇａｓａｋｉ－

ｕ． ａｃ
．ｊｐ／ｎａｇａｓａｋｉ－ｕ／ｉ１ｌ ｏｒｄｅｒ ．ｈｔｍｌ）

の画面が出てきます 。

ｒ登録申込用紙」を画面上に置いておりま

すので 、利用登録をされ、「文献依頼要

領」をお読みのうえ 、ご利用ください
。

この件に関するお尋ねは
、

　中央図書館相互利用カウンター

　　　　　　　（内線一文教３３５９）

　医学分館カウンター

　　　　　　　（内線一坂本２０８１）

経済学部分館カウンター

　　　　　　　（内線一片淵２２２）

　　　　　　　　　　までお願いします 。

　附属図書館参考調査係では、昨年度より

図書館ガイダンスを開催しています
。

　昨年度は、前期２８回開催２５２名参加
、

後期１３回開催８２名参加、合計して４１

回開催して３３４名の参加がありました 。

　本年度は、前年度の実施結果を分析し
て、 従来の図書検索 コース ・雑誌検索 コー

ス・ 新聞記事検素 コース ・文献検素応用 コ

ースに加え 、気軽に参加していただけるよ

う図書館ツアーコースも加え 、４月より開

催いたしました 。本年度４月～７月の４ヶ

月で４３回開催、２９６名の参加がありま

した
。

　また 、本年度は、これとは別に、全学教

育で「教養セミナー」が開始されましたの

で、 これに伴う「資料収集ガイダンス」も

実施しました 。この「教養セミナー」は
、

指導教官と新入生が所属学部の壁を取り払

って 、新入生１０名ないし１１名と指導教

官でゼミを組み、言舌し合いでテーマを主体

的に決定し 、レポートを作成したり発表を

行なっ たりするものです。その際の資料収

集に役立てていただけるよう館内配架説
明・ 資料の収集方法説明 ・Ｏ　Ｐ　Ａ　ＣやＷｅ

ｂ　ＣＡＴの検素実習をいたしました 。　「教

養セミナー（資料収集ガイダンス）」には
、

４月～６月で１００クラス 、１ ，０５７名

の参加がありました 。

　これだけ多数の参加者に対応するため
、

図書館では全館挙げての実施協カをいたし

ました。検索端末も図書館内設置分では足

りずに、全学教育講義棟内の端末で行ない

ましたが、図書館内でもある程度の端末を

増設して実施するほうが、参加者にとって

も移動等の負担が少なくなるので 、実施メ

ニューともども今後の課題と考えておりま
す。

　図書館といたしましても 、今後ともさま

ざまなチャンネルを活用して 、利用者の皆

様に図書館の利用方法をマスターしていた

だき、卒業論文や発表や実験の際の資料等

の収集にお役に立てればと切に願っており

ますので、どうか図書館ガイダンスや、教

養セミナーの資料収集のガイダンスにお気

軽にご参加ください。お待ちしています 。
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１期休集期間の夜閻開館を実施

　経済学部分館では、このたび下記のと

おり夏期休業期間中に、夜間開館を実施す

ることとなりました。より多くのご利用を

お待ちしております 。

　　　　　　　　　記

期間８月１２日～９月３０日

時間１７ ＝ＯＯ～２０ ＝ＯＯ（平目）

※土曜日は従来どおり１０＝Ｏ　Ｏ～１７＝Ｏ　Ｏ

　附属図書館では平成１３年度、文部科学

省から特別図書購入費の配分を受け、大型

コレクション「目本初期古写真関係資料」

を購入しました 。

　古写真アルバム６冊、絵葉書アルバム２

冊、１８６０年代初頭の名刺大写真９枚組

（ミルトン ・ミラー撮影）などに映像関係

資料等を加えた 、たいへん貴重な コレクシ

ョンです。長崎関係の写真も含まれていま
す。

　これにより本学の古写真コレクションは

約６００点増えて６０００点を超えました。今

回購入分は現在整理中ですが、今後、イン

ターネットで公開中のデータベース「幕末

・明治期日本古写真コレクション」に加え

ていく予定です。古写真研究は毛とより 、

郷土史、文化史など多方面の研究の貴重な

史料として活用していただけることでしょ
う。　（下図は長崎市内梅香崎橋付近を撮影

した写真）

１． 「明治 １大正 ・昭和前期雑誌肥亭素引

集成人文科学紀」

　中央図書館では、このたび、「明治 ・大

正・ 昭和前期雑誌記事索引集成人文科学
編」　（暗星社）全５０巻を購入しました 。

　このシリーズは、明治期から 、国立国会

図書館が「雑誌記事索引」の作成を開始す

る昭和２３年までに発表された人文科学分

野の雑誌記事の目次を検索できます 。

カバーする分野は

　国語 ・国文学／外国研究／思想 ・哲学

　芸術 ・文化／日本史■映画 ・演芸

　新聞雑誌文学／教育／考古学 ・民俗学

　西洋史／東洋史／仏教学／文学

　西洋文学 ・語学

など、人文科学全体にまたがっています 。

　附属図書館のホームページからもリンク

していますが 、

　　ｈｔｔＰ１ ／／ｗｗｗ ．ｌ　ｉ　ｂ　ｒ　ｏ－

　　ｋｏｓｅｉｓｈａ ．ｃｏ
．ｊｐ／ｔｏｐＯ１／ｍａｉｎＯ１ ．ｈｔｍｌ

にアクセスすると 、社会科学編など他の編

の分も含め、執筆者素引や総目次を検素す

ることができます 。

　研究 ・教育にお役立て下さい 。

【配架場所】

中央図書館２階　参考図書閲覧室

２、 「助成団体要覧２００２ ：民聞助成金

　　ガイド」

　民間助成団体の実状を紹介するとともに 、

助成金や奨学金に関する調査をすることが

できます 。

　助成金や奨学金等研究資金の充実にご活

用ください 。

【配架場所】

中央図書館２階　参考図書閲覧室

経済学部分館　開架図書閲覧室
医学分館　開架図書閲覧室（１ｇ　ｇ８年版）

一
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本学関係敦官著作寄贈図■（平成１４年３月～７月）

蔵書に加えさせて頂きまして、ありがとうございました。これからも著作物をＦｌ１行されました際には、図

書館へのご寄贈をお願いいたします
。

総合的な学習の時間 ：学びつづけるカが育つＧＬＯＢ＾Ｌ活動

　　一手供の「思いや原い」が生きる体験活動一

安河内艘己（長崎大学教授） ・福岡県甘木市立南陵中学校著（明治図■）

　ＧＬＯＢＡＬとは「範囲の広い」の義である
。

　本書ではこれをさらに次のようなｒ生きるカ」として定義する
。

Ｇ＝Ｇｒｅａｔ　１ｄｅａＩ

Ｌ＝Ｌｉｂｅｒｔｙ

０＝Ｏｒｉｇｉｎａｌｉｔｙ

Ｂ＝Ｂｒｏｔｈｅｒｌｙ

＾＝Ａ■〕ｉ　ｌ　ｉ 　ｔｙ

Ｌ＝Ｌｉｆｅｔｉｍｅ

→課題設定カ

→表現カ

→思考 ・判断生

→協同カ

→架求カ

→応用カ

壕的サ鵬柳酌
馳０幽Ｌ濱動

このカを２００２年度から小 ・中学校で施行されているｒ総合的な学習の時間」で育てる、というので

ある。虚学と実学をどう関わらせるかを方法論とする本書は、教科教育にも必嘆！

　　　　　　　　　　　　　　配架場所　中央館開架　（附属図書館長 ・教育学部教授　裁可内義己）

現代経営と

知的財産権
　推衛と輻…滴と法の和乗偉用

　　　　　　腐榛義郎苗

「現代経営と知的財産権」　高橋義郎著　（コ戚社）

　知的財産権が経済発展の国家戦略として浮上してきた。１卿年代か

ら米国に始まるプロパテント政策が我が国においても急速な立ちあが

りを見せている。企業経営において知的財産をどのように創造し、権

利化し、育成し、活用するかが企業価値を左右するようになってきた
。

その背景は、コンピュータ技術とコミュニケション技術の融合すなわ

ちＩＴの登場である。本書は、著者の長年にわたる企業における技術 ・

法務知見をもとに知識 ・知恵の成果である知的財産を技術と経済と法

の相乗作用から多面的に捉えたものである
。

　　　配架場所 ＝経済学部分館開架　（経済学部教授　高橋義郎）

「星はなぜ輝くのか」　尾崎洋二著朝日新聞社（朝日選■６９４）

　夜空１二輝く星も、生きものと同じように、生まれ、成長し、最後は

死んでいく 。そして、星が死んでいく際に宇宙空間に撒き散らされた

星屑から、わたしたち人間も生まれた
。

　本書は、星の一生と輝く仕組みについてやさしく解説したものであ

る。 各章では、主題である科学的な研究成果だけでなく 、星座の話
、

星座にまつわる補舌、恒星の研究史についても述べて、読みやすいよ

う１ニエ夫した。瞬斗離れが叫ばれる昨今、本書を通じて、科学のロマ

ン、 宇宙のロマンにｓ、れて頂けたらと思う
。

　　　　　配架場所　中央館開架　　（教育学部教授　尾崎洋二）
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附属図書館の利用等に関するアンケート中間抜粋報告

　長崎大学附属図書館の図書館サービスに関して 、平成１３年６月２０日（水）から２９日（金）にかけて、各学

部等の学部学生（専攻科生、研究生 ・科目等履修生を含む） ・院生 ・教官に対してアンケートを実施しました
。

このアンケートは利用者から図書館サービスに関し評価を得て、図書館サービスを改善し 、今後とも利用者のため

により積極的サービスを展開することを目的とするものです。あわせて 、本年度に実施する外部評価の基礎資料に

も活用する予定です
。

　設問数及び内容については、学部学生 ・院生 ・教官の利用者区分に応じ、設問内容も多少差異を設け、学部学生

に対しては４４問、院生３９問、教官３９問の設問を準備しました
。

　アンケートに対しては、学生１ ，４５８件（調査票配布数２ ，８８５枚，回収率５０　５％）、 院生５９９件（調

査票配布数１ ，２２１枚，回収率４５ ．８％）、 教官５９４件（調査票配布数１ ，０６４枚，回収率５５ ．８％）の

回答を得ました
。

　この貴重な利用者の意見を活用すべく 、アンケート回答の集計は、中央図書館職員全員で行い、集計結果を分析

するためにワーキング ・グループを設置し 、中央図書館 ・医学分館 ・経済学部分館の利用館別や所属学部別 、ある

いは、学部生 ・院生 ・教官別の利用者区分別の数値分析を行いました
。

　実際に分析してみると 、利用館や所属学部別の違いに応じ回答内容に明らかな差異が生じている設問もあり興味

深い結果も現れています
。

　以下は、学部学生及び教官からの回答結果の一部を抜粋して報告するものです
。

＜く学部学生回答分＞＞

間． あなたはどのくらいの頻度で図■館を利用していますか 。

利用頻度

　　　　　　　図１ ．ほとんど毎日

　　　　　　　■２．週に２ ．３回

　　　　　　　口３．週に１回

　　　　　　　口４ ．　月に１ ，２回

　　　　　　　■５．年１二 数回

２州

　　　　　　　繭６．定期試験の時
だけ

回答件数 回答比率

ほとんど毎日 １０１ ７． ４％

週に２ ，３回 ３５９ ２６ ．４％

週に１回 ３３２ ２４ ．４％

月に１ ，２回 ３７６ ２７ ．６％

年に数回 １３５ ９． ９％

定期試験の時だけ ５８ ４． ３％

合　　　　計
１， ３６１ １００ ．０％

問．　あなたは現在の開館目 ・開館時間についてどのように感じていますか 。

回答件数 回答比率

現状のまま ８０３ ５８ ．７％

改善してほしい ５０６ ３７ ．０％

無回答 ６０ ４． ３％

合　　　　計
１， ３６９ １００ ．０％

無回答
４％
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問　あなたが図■館を利用する主な目的は何ですか 。

回答件数 回答比率 回答件数 回答比率

図書の閲覧 １， ０８７ ７９ ．４％ Ｃ　Ｎ　Ｎ放送の聴取 ４０ ２． ９明

レポート作成 １， ０２４ ７４ ．８％ 文献情報データベースの検索 ３７ ２． ７明

定期試験の勉強 ６８３ ４９ ．９％ 情報コンセント ２９ ２． １明

予習 ・復習 ４７３ ３４ ．６咲 文献複写 ・図書借用依頼 ２７ ２． ０胱

インターネットの利用 ４５１ ３２ ．９胱 資料 ・情報に関する問い合わせ １４ １． ０％

図書館資料のコピー ３８４ ２８ ．０％ 視聴覚資料の利用 １２ ０． ９％

新聞の閲覧 ３１７ ２３ ．２胱 他機関蔵書目録検索 １１ ０． ８％

休息 ・休憩 ２１４ １５ ．６胱 電子ジャーナルの閲覧 ８ ０． ６既

雑誌の閲覧 １６１ １１ ．８咲 その他 １５ １． １既

本学蔵書目録検索 １２５ ９． １咲 合　　　　計 ５， １１２ ３７３ ．４明

問． 図■館内資料のうち 、あなたが不足や不満を感じているものは何ですか 。
（複数回答可）

回答件数 回答比率 回答件数 回答比率

専門分野の図書 ６７０ ４８ ．９％ シラバス掲載図書 ７５ ５． ５明

趣味や娯楽のための図書 ４０９ ２９ ．９明 視聴覚資料 ５１ ３． ７％

趣味や娯楽のための雑誌 ２７４ ２０ ．０明 新聞 ４０ ２， ９％

授業の中で読むように指定された図書 ２７０ １９ ．７明 文献情報データベース ２１ １． ５明

教養を酒養するための図書 １５９ １１ ．６％ 電子ジャーナル １６ １． ２明

辞典や年鑑など調べ物をするための図書 １４７ １０ ．７胱 その他 ３９３ ２８ ．７明

専門分野の雑誌 １８３ １３ ．４％ 合　　　　計
２７０８，

１９７ ．８％

問． 図■館内で資料が入手できないとき、あなたはどうしていますか 。

自分で書店から購入する

他の図書館へ行く

友人に相談する

教官１こ相談する

問．

回答件数

４５

４４３

４３７

１８９

回答比率

３４ ．４％

３３ ．８％

３３ ．４％

１４ ．４％

図書館員に相談する

（複数回答可）

リクエスト制度を利用する

その他

合　　　　計

あなたはレファレンス ・サービス（参考調査）を利用していますか
。

サービスをよく知らないので利用しない

必要がないので利用しない

た封二利用する

質問しにくいので利用しない

問．

回答件数

６９９

３６７

１２９

１０３

回答比率
５１ ．１ ｏ

２６ ．８ｏ

９． ４明

７． ５１

よく利用する

その他

無回答

あなたは図■１館でどのようなガイダンスを望んでいますか 。

参考図書の探し方 ・使い方

文献情報デ タベースの使い方

蔵書検索端末の使い方

館内案内

図書館ホームページの活用法

回答件数
５５１

３１６

２９１

２２４

１７６

回答比率
２８ ．１

１６ ．１

１４ ．８％

１１ ．４明

９． ０明

合　　　　計

（複数回答可）

電子ジャーナルの探し方 ・使い方

その他

無回答

合　　　　計

回答件数
１５２

１２

１４２

１， ８２５

回答件数
１８

１２

４１

１， ３６９

回答件数
１５６

３４

２１３

１， ９６１

回答比率
１１ ．６％

０． ９％

１０ ．８％

１３９ ．３％

回答比率
１． ３胱

０． ９１

３． ０明

１００

回答比率
８． ０明

１． ７１

１０ ．９１

１０００
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長崎大学附属図書館報Ｎｏ８６

問． あなたがこれから図■館に期待する二とは何ですか 。
（複数回答可）

回　答 回答件数 回答比率 回　答 回答件数 回答比率

学生用図書の充実 ９７３ ６６ ．７ 視聴覚設備の整備 １１ ７． ５胱

研究用図書の充実 ５７１ ３９ ．２％ 電子ジャーナルの充実 １０９ ７． ５％

開館時間の延長 ４９ ３３ ．９％ 国際社会への発 ・受信機能の強化 １０７ ７． ３％

パソコン端末の増 ４７ ３２ ．５％ 研究者用個室の設置 ９７ ６． ７％

閲覧座席数の増 ４６１ ３１ ．６胱 学内情報関連機関との連携 ７２ ４． ９％

２４時聞開館 ４０２ ２７ ．６％ 研究者用座席数の増 ６２ ４． ３胱

グループ学習室の設置 ３６６ ２５ ．１ｏ 学内図書館資料共同利用体制の確立 ６２ ４． ３胱

蔵書すべてをパソコン端末で検素 ３５５ ２４ ．３胱 無線Ｌ＾Ｎの設置 ６１ ４． ２明

研究用雑誌の充実 ２６７ １８ ．３％ 図書館資料収集体制の確立 ５７ ３． ９％

文献複写入手の迅速化 ２２９ １５ ．７％ 図書館ガイダンスの拡充 ４８ ３． ３％

他図書館との相互利用体制の強化 １８１ １２ ．４％ 図書館の研究 ・開発機能の強化 ４ ３． ０％

文献情報データベースの拡充 １５９ １０ ．９咲 研究成果情報のデータベース化と発信 ４３ ２． ９％

情報ナビゲート機能の拡充 １４７ １０ ．１％ 情報リテラシー教育支援 ２１ １． ４％

地域社会との連携 １１７ ８． Ｏ胱 その他 ５６ ３． ８％

生涯学習支援 １１１ ７． ６ｏ

合　　　　計
５， ３０７ ４２９ ．１％

問． 図■館に対するご希望やご意見を自由に記入してください
。

・空調を適切１二調整して過ごしやすい環境を

・２４時間開館の実施を

・早朝開館の実施を

・入庫手続きの簡素化を

・蔵書検索方法がわかりにくにので、掲示などを

・資料配置や館内案内をわかりやすく

・マナーの良くない利用者に対して職員が

見回 って注意を与えてほしい

・所定場所に資料が並んでいない

・貸出返却のペナルティの改善を

一貸出条件の緩和（冊数増、期間延長）を

・トイレの改善を

・階段で歩行する際に危険な箇所があるので改善を

・グループ学習室を設置して欲しい

・職員の対応の改善を

・早めの改革を、学生の意見を取り入れてほしい

＜＜教官回答分＞＞

問． あなたの教育 ・研究上、重要な情報源は何ですか 。

ｒ雑誌」

ｒ図書」

ｒ新聞」

「学会報告 ・会議録」

ｒレビュー誌」

「学位論文」

「政府刊行物」

「研究動向データ」

「学会 ・研究会シンポジウム」

「調査統計」

「ディスカッション」

「私的 コミュニケーション」

５６９件

５０９件

２８６件

２８０件

２４８件

１８７件

１８５件

１８３件

１８２件

１８１件

　６７件

　８７件

（複数回答可）

「数値データ」

「索引 ・抄録」

「目録 ・書誌」

「医薬品情報」

ｒテクニカルレポート」

「企業調査報告」

「法令／判例」

「プレプリント」

ｒ特許」

ｒ史料」

「その他」

１７３件

１７０件

１５５件

１５４件

１３４件

１２３件

１１３件

１１１件

１０８件

９７件

　　８件
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大学附属図書館報Ｎｏ８６

間　あなたが冒子形態の情報源を利用する場合、間題があると思われることは次のどれですか
。

　　（複数回答可）

「費用がは っきりしない」

「どんなデータベースが

使えるのか情報がない」

「費用がかかる」

『燥作が煩わしい」

「特に問題はない」

「レスポンスが悪い」

「必要なデータベースがない」

１２２件

１１０件

９４件

８２件

７７件

７６件

７６件

「インターネットで得られる情報が多すぎて

質が安定しない」　　　　　　　　　　　６４件

「設定が煩わしい」　　　　　　　　　　　５３件
「手続きが煩わしい」　　　　　　　　　 ５１件

「利用できる端末が近くにない」　　　　　 １３件
「その他」　　　　　　　　　　　　　　 ２２件

問　あなたは大学全体で利用可能な有料電子ジャーナルの経費負担についてどのように考えますか
。

ｒ大学全体の資料として、大学または図書館で購入すべきである」　　　 ３１９件
「購入希望者が受益者であるので、購入希望者が負担すべきである」　　 １５３件
『比率（構成員等）で負担すべきである」　　　　　　　　　　　　　　　　 ７２件
「その他」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １５件

問　あなたは大学全体で利用可能な有料電子ジャーナルの購入について、図■館が積極的に調整すべき
　であると考えますか

。

「積極的に調整すべきである」

「調整すべきでない」

４５８件　　　　「その他」

　５１件

３３件

間。 図■館に対するご希望やご意見を自由に記入してください
。

・蔵書の増加を　　　　　　　　　　　・一般図書よりも高額な専門書、新刊書の増加、蔵書増加の具体的計画を
・研究用雑誌の充実を　　　　　　　　・歴史的資料 ・郷土資料の欠品の補充、集中管理を
・雑誌の集中を　　　　　　　　　　 ・資料の共同利用のために各講座所蔵資料の移管 ・廃棄を

・雑誌の目次速報を ｅ－ｍａｉ１で　　　　 ・病院地区の図書館 ・室の統合を

・電子ジャーナルの充実を　　　　　　 ・分館スペースの拡張

・学内でフルアクセスできない　　　　・各学部で充実した資料室を持てば充分、今から本館中心の整備はムダ
・電子ジャーナルの全文入手を　　　　・画像開発の先端館に職務意識の向上を

・視聴覚設備の充実を　　　　　　　　・電子化による現物の廃棄を

・職員中に情報処理専門家を育成して　・ 講座予算が２分の１にな っていることを図書館としても認識を
・複写依頼をＷＥＢでできるように　　　 ・留学生へ便宜、一般市民への開放を
・複写文献のデリバリーシステムを　　 ・予算が少なく研究用には余り役立たない

・電子ジャーナルやデータベース　　　 ・アンケートについて回収結果の公表を

の利用講習会を　　　　　　　　　　・アンケートには学生指導教育の側面からの設問がありよか った
・シラバス掲載書の別コーナー配置を　 ・外国の図書館との比較白書をなど

・図書の受入整理のスピードアップを　 ・今後も継続して希望や意見を取り入れてほしい

・貸出図書のリコール制をインターネットで　　　　　・世界にネットされた図書館に

・研究図書館としての充実を　　　　　　　　　　　 ・開架資料の配架がバラバラで探し難い
・開架が狭すぎる 、かつ資料が古く貧弱　　　　　　 ・国際交流などで個性ある図書館に
・書架への返却は学生 ・教官にまかせるべきではない

一１３一



長崎大学附属図書館報Ｎｏ８６

　　　　　　　　　　　　　　　　平成１４年度雑誌新規購入 ・購入中止リスト

　　　新規購入洋雑誌（２７誌）

（平成１４年６月末目現在）

新規購入誌名（洋雑誌） 所在
Ｂｉｃｍ前ｒｉｃｓ 医病（ｆ静支）

趾１１ｅｔｉｎ析廿旧ａｔｍｉｃｓｃｉ航ｉｓｔｓ１ａ旧挺ｉｎｅｏｆｓｃｉｍｅ肌１帥１ｉｃ折ａｉｒｓ 教（社教）

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　ｗ戒 経済学部

Ｃｌｉｎｉｃａｌｉ沽鮒ｉｍｄｉｓｅａｓｅｓ１ｍ析ｉｃｉａ１帥１ｉｃａｔｉｍｏｆ施１げｅｃｔｉｃｕｓＤｉｓｅａｓｅｓＳｏｃｉｅｔｙｏｆ

ｉＣａ

医（臨検）

Ｑ」ｒｒ鮒ｃｐｉｎｉｍｉｎｒ肋１卿 医短（一般）

Ｄｉｇｅｓｔｉｖｅｄｉｓｅａｓｅｓ州ｓｃｉ欄．Ｍｓｅｒｉｅｓ 医（内科２）

日Ｗｉｒｍ餉１ＰＯｌｉｔｉＣＳ 環境科学部

Ｅｕｒ卿」ｏｕｒｎａｌｏｆｒａｄｉｏｌ◎ｇｙ 医（放射）

ｌ　ｌ…ｌ　ｉｍ 経１分館

ｌｎｆｂｒ耐ｉｍ州ｏｒｇｍｉｚａｔｉｍ 経１分１

ｌｎｔｅｒｎａ仁ｉｍａ１ｊｃｕｒｎａ１研馴ｅｃｏｌｏｇｉｃａ１ｃ３ｗ 医短（看護）

ｌｎｔｅｒｎａｌ＝ｉＣｌ１ａｌ　ｍｉｇｒａ１＝ｉＣｒｌ　ｒｅＶｉｅＷ 経１分１

上ｕｒｎａｌ　ｏｆ 　ａｎｔｉｍｉｃｒｄ〕ｉａｌ　 ｄｍｏｔｈｅｒａｐｙ 医（臨検）

Ｊｃｕｒｎａｌｏｆ航ｉｍｍ」ｄｅｖｅ１叩池１ｄｉｓｏｒｄｅｒｓ 教（心理）

Ｊｏｕｒｎａｌｏｆ帥１ｉｃｈｅａ１ｔｈ由１ｔｉｓｔｒｙ 歯（予防）

Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ 　ｖｉｒｏｌｑｇｙ 熱（分手構造）

触ｉｃｒｅｓｃｎａ鵬ｉ旧９ｉｎｇｃｌｉｎｉｃｓｏｆ附ｒｔｈ肘ｉｃａ 医（放射）

胴ｉｃａｌｉ柿ｏｍａｔｉｃｓ州廿旧ｉｎｔｅｒｎｅｔｉｎｍ」ｉｃｉｎｅ１ａｎｉｎｔｅｒ耐ｉｏｎａｌｊｃｕｒ旧１ｏｆｉ柿ｏｍｔｉｍ

ｒｏｃｅｓｓｉｎｇｉｎ楡１ｔｈｃａｒｅ

医病（ｆ静支）

舳ｏｆｉ柿ｏｍ虻ｉｍｉｎ耐ｉｃｉｎｅ１ ｊｏｕｒｎａｌｏｆｍ舳１卿ｉｎｍ」ｉｃａｌｒｅｓｅａｒｃｈｉ柿ｏｍヒｉｏｎ

ｎｄ舳ｉｍ

医病（↑静カ

Ｍｒｏｉ哩ｉｎｇｃｌｉｎｉｃｓｏｆＷｔｈ＾旧ｒｉｃａ 医（放射）

ＭｒＯｕｒＯ１卿州ｕｒ伽ｍｉＣＳ 医（泌尿）

晦ｒａｔｉＣｎＳｒｅＳｅａｒ

畑ＳＣｉ舳
Ｏｒａｌ　ｍ）Ｄｌ０９ｙ 歯（外科１）

０ｒ馴ｉｚａｔｉｍｓｃｉ舳１ａｊｏｕｒｎａｌｏｆｔｈｅｌｎｓｔｉｔｕｔｅｏｆ畑ｍ前Ｓｃｉ欄

肋１ｉｔｙｏｆｌｉｆｅｒｅｓｅａｒｄ１１ｍｉｎｔｅｒｎａｔｉｍｌ」ｏｕｒｎａ１ｏｆ岬１ｉｔｙｏｆｌｉｆｅａｓｐｅｃｔｓｏｆｔｒ洲

１ｄｂｉ■ｉｔａｔｉｏｎ

医短（理学）

Ｓｏｃｉ削ｍｉｃＰｌｍｉ昭ｓｃｉｍ螂 経１分１

Ｓｔｒａｔｅｇｉｃｍ１ａｇｍ１ｔ」〔ｕｒｍｌ 経１分１

新規購入和雑誌（２７誌）

新規購入雑誌名（和雑誌）
Ａ＋ｕ

ＢＳＤ棚

Ｃｍ吠丁曲

所在
教（美術）

工（情シ）

工（情シ）

↑静拠理セ
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■
長崎大学附属図書館報Ｎｏ８６

　　　　　　　　　　　　新規購入雑誌名（和雑誌）

ＧＩ納畑柚♂榊納
１ｊｒｕＸ岬帥

雌此ｍ州胎拙ｍ郷
１ｈ鮎ｏｎ Ｃｏｒ市ｏｌ

ガバナンス

季刊運動〈経験〉

月刊グローバル経営

月干Ｉ」ジャバワールド

月刊天文ガイド

月刊マテリアルｒンテグレーション

現代思想

呼吸

国際税務

コンピュ■タ＆ネットワ→｝Ｎ

週刊朝日百科日本の歴史

儲拠理学会論文誌

ステークホノ吻中一ズ

税研

日経伽プロ
日経サイエンス＝鮒Ａｍ由日本版
日経バイト

日経ヘルスケア２１ １医療・介護の経営情報

リウマチ科

　　所在
医（原病）

工（情シ）

歯病（薬剤）

医短（看護）

経済学部

教（法律）

工（情シ）

教（地学）

工（材料）

教（晦台）

医短（看護）

麟１館
↑静拠理セ

教（教育）

工（情シ）

経１学１

医病（ｆ静支）

医病（↑静支）

医病（ｆ静貢）

医病（看護）

医短（一般）

購入中止洋雑誌（９９誌）

　　　　　　　　　　　購入中止誌名（洋雑誌）
化ｔａ 巾ｓｉｏ１昭ｉｃａ洲ｉｎａｖｉｃａ

＾ｅｓｔｈｅｔｉｃｐｌａｓｔｉｃｓｕｒｇｅｒｙ

畑・ｉ剛・・…１舳ｍ・ｂｉ・ｌｑｇｙ１此研ｉ・ｉ・１畑・ｍｌ・ｆｔｈ・ …ｍＢｉ・ｌｏｇｙ肚ｍｉ１

冊畑ｉ閉ｊｏｕｒｎａｌｏｆｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ

冊畑ｉ閉」肚ｎａｌｏｆｓｏｃｉｏｌ０９ｙ

肘１ｍｌｃｒｄ〕ｌａｌａ９帥ｓ州伽ｍ肘ａｐｙ

畑１ｉ由ｍ楡ｉ…閉ｉ眺１柵１舳・棚鮒・ｆｔｈ・ｗｌｄｌｉｔ・・血・・ｉ・囎ｉ・。。。ｉ昭

ＳＣｉｍＣｅＳ

＾ｒｄ１ｉｖｅｓ析馴ｅｒａｌｐｓ畑ｉａｔｒｙ

Ｔｈｅ　ａｒｔ舳

＾ｒｔｈｉｓｔｏｒｙ１ ｊｍｒｎａ１析ｔｈｅ＾ｓ鵬ｉａｔｉｍｏｆＡｒｔＨｉｓｔｏｒｉ胴

＾ｒｔ　ｐｒ鉛Ｓ

Ａｓｔ ・ｒｉ榊

Ｂａｒｒがｓ耐ｉｍ１此ｉ欄ｓ州ｆｉｍｉａｌｗ・・ｋｌｙ

Ｂｉｏｃｈｉｍｉｃａ　ｅｔ　ｂｉ伽ｉｃａ碗畑ｉ眺ｏｎ　ｂｉｍ北ｒ欄（※Ｂｉｃｍ地ｒ欄に吸収）

Ｂｉｏ１昭ｉｃａｌａｂｓｔｒａＧｔｓ

Ｂｉ・．・９ｉ・・．ホｔ…ｔ・細ｉでｍｌｍ１抗ｉ・・舳・、 ｂｉ・・晒ｔ耐ｉｑｇ鵬・ｉ・＆・・

榊ｉ倣ｅｓ趾ｊ鮒ｉ池ｘｌｒＷｔｉｎｇｔｈｅｍｒｌｄｓｂｉぴ℃ｉ肌船ｒｅｓｅａｒｃｈ

　　所在
医学分館

医（形成）

教（側本）

医（精神）

教（教育）

医（臨検）

工（構造）

医短（作業）

教（美術）

教（美術）

教（美術）

工（情シ）

医学分館

医学分館

医学分館

一１５一



長崎大学附属図書館報Ｎｏ．８６

■

購入中止誌名（洋雑誌） 所在
Ｂｉｏｌｑｇｉｃａｌ　 ｄｍｉｓｔｒｙ 医学分館

Ｂｉｃ耐ｒｉｋａ 医短（一般）

Ｂ１耐１ ｊｏｕｒｎａ１ｏｆ舳１卿 熱感染防御

怖田ｒｌｉ耐ｍ旧興ｉｎｅ 教（美術）

ＣＡ　ｍ〔Ｄ 薬（図書）

洲ｉｍ脚協ｍｉＣａｌｊＯｕｒｎａｌ 工（社開）

鱗分１

腕１ｙＳｉＳｒｅＶｉ舳１ＳＣｉ舳ヨ州昭ｉｎｅｅｒｉｎ９ 工（応化）

Ｇ１ｉｌｄ 　ｄｅｖｅ１叩鮒 教（家政）

砒ｉｌｄｄｅｖｅｌｏ口１鮒柑ｒａｃｔｓ州ｂｉｂｌｉ卿柳（※廃刊） 教（教育）

閉１Ｍ　ｍ１甘 経１分１

Ｃｌｉｎｉｃａ１ｉｎｆｅｃｔｉｍｄｉｓｅａｓｅｓ１ｍｏ冊ｃｉａ１帥１ｉｃａｔｉｍｏｆ此１市鮒ｉｍＤｉｓｅａｓｅｓＳｏｃｉｅｔｙｏｆ

ｒｉＣａ

医短（蕎隻）

ｈｍｉｔｙｃｏｌ１鍛ｊｏｕｒｍ１ 生厘学習セ

００…＾１Ｗ　ＯＯＬＬ１旺Ｗ王Ｋ 生涯学習セ

姉ｒａｔｉＶｅ耐ｉＣｉｎｅ 医（動実）

０」冊『０＝ＩＷ日、『Ｓ〔Ｎ 　ｌ〕１ＳＫ日□１三Ｗｌ’１１

・１此Ｓ冊ＴＳ１Ｌ１１＝Ｅ　 ＳＣ旧“】…Ｓ．仙＾Ｃ３．５） 歯（解剖３）

屹鵬旧９ａＺｉ爬 中央館

脇ｅｌｑｍ抽１耐ｉｃｉｎｅ利ｃｈｉｌｄｍｒｏｌ０９ｙ 教（家政）

Ｅａｒ

榊ｅ閑ｉ欄’ｉｎ９州ｓｔｒｕｃｔｕｒａ１砒ｍｉｃｓ 工（構自

Ｅｃｏ１ｑｇｉｃａ１柳１ｉｃａｔｉｍ 教（生物）

Ｅｃｏｌｑｇｙ 教（生物）

田：ｔｈｅ田秀ｊｏｕｒｍｌ 医学分館

肺ｉｒｍ餉１ｂｉｏ１卿げｆｉ細 水（海動）

日」ｒｏＰ馴ｊｍｍａｌｏｆ仰１ｉｄ榊ｓｉｏｌｏｇｙ 教（倒本）

Ｅｕｒｑ１舳」ｏｕｒｎａｌｏｆ洲〕ｃｒｉｍ１ｏｇｙ 医（内科１）

Ｅｘｐｅｒｉｍ他１畑ｉｏｌ◎９ｙ 医学分館

Ｆｍｉ１ｙ１舳岬ｒｔｅｒｌｙ 環境科学部

Ｆａｒ　Ｅａｓｔｅｒｎ　ｅｃｏｎ〔ｍ　ｉ　ｃ　ｒｅｖ　ｉ　ｅ”

麟学１
肋ｔｅｃｌｍｉｃａｌｔｅｓｔｉｎｇｊｃｕｒｍｌ 工（社開）

鮒由ｍｉｑ」ｅｌｔｈｅｉｎｔｅｒｎａｔｉｍｌｊｃｕｒｍｌｏｆｓｏｉ１耐ｍｉｃｓ 工（社開）

Ｇｏ１ｄ山１１説ｉｎ 歯（理工）

ｌｎｔｅｒｎａｔｉｍｌｊｏｕｒｎａｌｏｆｏ０１ｔｒｏｌ ．１ｓｔｓｅｒｉｅｓ 工（機械）

ｌｎｔｅｒｎａｔｉｍａｌ」ｏｕｒｎａｌげｒｍｔｅ舳ｉ昭１釧ｏ冊ｃｉａｌｊｏｕｒｎａｌげｔｈｅ胎耐ｅＳｅｎｓｉ昭航ｉｅｔｙ 工（社開）

Ｊｄｈｒｂ ・ｄｈｅｒｆ ・ｒＮａｔｉｏｎａｌ・ ｋｏｎ】ｍｉｅｕｎｄＳｔａｔｉｓｔｉｋ 経１分１

Ｔｈｅ伽ｍａｌげ山ｒｎｃａｒｅ＆ｒ肋ｉｌｉ眈ｉｍ 医（形成）

伽ｒｎａ１ｏｆ 　ｃａｔａｌｙｓｉｓ 工（応化）

１上ｕｒｎａｌ　ｏｆ 　ｃｌｉｎｉｃａｌ　ｍｉｃｒｄ〕ｉｏ１ｑ；ｙ 医短（看護）

Ｊ〔ｕｒｎａｌ　ｏｆ 　ｃｌｉｎｉｃａｌ　ｍｉｃｒｄ〕ｉｏｌｑ；ｙ 医（臨検）

伽ｒｎａｌ　ｏｆ　ｄｅｖｅｌｑ］爬ｎｔ　ｐｌ　ａｍ　ｉｎ９　（※…廃干１１）
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長崎大学附属図書館報Ｎｏ．８６

■

購入中止誌名（洋雑誌） 所在
伽ｒｎａ１ｏｆｄｉ冊ｅｒａ１ｔｉａ１鮒ｉｏ帽 教（数学）

伽ｒｎａＩｏｆｄｉｇｉセｌｉ囎ｉｎｇｌｔｈｅｏ冊ｃｉａｌｊｏｕｒｍ１研ｔｈｅ鮒ｅｔｙｆｏｒ 姉肚ｅｒ 畑１ｉｃａｔｉｍｉ

ａｄｉｏ１卿（※出版中止）

医（放射）

伽ｒｎａｌｏｆ舳ｉｒｍ旧他１鴫ｉｎｅｅｒｉ昭 工（社開）
Ｊｂｕｒｎａ　ｌ　ｏｆ　ｆ■ｕ　ｉ　ｄ　ｍｇｃｈａｎ　ｉ　ｃｓ

工（社開）

伽ｒｎａｌｏｆ鉢飾ｉｃａ１州騨ｗｉｍ旧他１贈ｉ附ｉ昭 工（社開）

伽ｒｎａ１ｏｆ｝ｒ刎１ｉｃ贈ｉ鵬ｒｉｎ９ 工（社開）
Ｊｏｕｒｎａ１ｏｆ　ｉ　ｎｆｂｃｔ　ｉ　ｃ１」ｓ　ｄ　ｉ　ｓｅａｓｅｓ

医短（看謝
伽ｍａｌｏｆｌｉ卿ｉｓｔｉｃｓ

医短（一般）

伽ｒｎａｌｏｆｍ１舳１ａｒｂｉｏｌｑｇｙ
医学分館

伽…１・ｆ側・耐ｍｉ・ｔ・ｙ１研ｉ・ｉ・１ｊ・・ｍ・１・ｆｔｈ・１・ｔ・…ｔｉｍ１洲・ｔｙｆ・・胸・耐ｍｉ前・ｙ
医（共同図）

伽ｍａｌｏｆｏｒａ１州脳ｉｌｌｏｆａｃｉａ１訓ｒ蝋ｙ１ｏ冊ｃｉａｌｊｏｕｒｎａｌｏｆｔｈｅ畑ｉ閉＾ｓｓｏｃｉａｔｉｍｏｆ

ｒａ１州倣ｉｌ１研ａｃｉａ１釦ｒ帥

医（形成）

伽ｍａ１ｏｆｐｒ榊ｉｃｓ：ｍｉｎｔｅｒｄｉｓｃｉｐｌｉｍｒｙ岬ｒｔｅｒｌｙｏｆ１蝦ｓ血ｉｅｓ 医短（一般）

伽ｍａｌｏｆｓｔｒａｉｎｍｌｙｓｉｓｆｏｒ昭ｉｎｅｅｒｉ昭ｄｅｓｉｇｎ
工（構造）

Ｊｃｕｍａ１ｏｆ廿旧畑ｉｃ竈１Ｍｉｓｔｉｃａｌ＾ｓｓｏｃｉａｔｉｍ
医短（一般）

伽ｒｎａ．ｏｆ此ＲｂｙａｌＳ趾ｉｓｔｉ・ａ１腕ｉｅｔｙＳ・ｒｉｅｓ 母Ｓｔａｔｉｓｔｉｃａ１鮒１卿 医短（一般）

伽ｒｎａ１０ｆ献ｅｎ町叫ｔ舳Ｓセ１ ，州０Ｃ釧昭ｉ僻ｉｎ９ 工（社開）

Ｋ水１ｏｓｌｉ血ｅｒｎａｔｉｍ１ｅＺｅｉｔ納ｒｉ什ｆ －ｒ駒ｚｉａ１ｗｉ鮒１ｉｎｔｅｒｎａｔｉｍｌｒｅｖｉ釧ｆｏｒ

ＯＣｉａｌ　ＳＣｉｅｎ鵬

鵬：
ｊｃｕｒｎａ１研ｔｈｅＬｉ卿ｉｓｔｉｃ航ｉｅｔｙｏｆ畑ｉｃａ 医短（一般）

阯ｍＩｉｍ阻ｍ１研ｉ・ｉ・ｌｊｏｕｍ・ｌｏｆ脆１ｎｔｅ・・ａｔｉｍ１阯ｍｌｉ釧胎ｍ腕ｉｅｔｙ 医（動実）

冊１ｅ淋ｔｅｒ紬ｏｏｌ 経１分館
”ｉｄｒ愉ｉｃａ　１ａ１ｈ 　ｓｔｏｒ　ｉｃａｌ　ｒｅｖ　ｉｅｗ　（渕葵干■」）

経１分１
Ｔｈｅ伽ａｌ　ａｒｄ１ｉｔｅｃｔ

工（構造）
ＬＯｅｉ　ｌ

教（美術）

ＰＥｌＷ１田Ｗ欄１Ａ 教（教育）

Ｐｈａｍ刃州畑ｍｏｏ１卿ｏｏｍ川ｉｃａｔｉｍ 薬（図書）

Ｐｍ封ｉ峨析此Ｎａｔｉｍ１畑土ｍｙｏｆＳｃｉｍ舳ｆｔｈｅ山ｉｔ由Ｓｔａｔｅｓ研畑ｉｃａ 歯（薬理）

肋１ｉｃ航ｅｒｐｒｉｓｅ

Ｒ曲ｉ　ｌ　ｍｒ伽ｉＳｅｒ
経１分１

Ｒ舳ｅ　ｔｌｅｒ舳

嚇ｍ加１ｃｓ洲ｒｏｃｋ蝸１鵬ｒｌｎｇ 工（社開）

脇■釧ｒｅｖＩ馴ｍ畑■閉」ｏｕｒｎａｌｄｅｖｏｔ由ｔｏ眠■ａｐａｓｔ洲ｐｒ鵬１ｔ 　　　　　教（教育）
洲１ｎａｖｌｍ」ｏｕｒｎａｌｏｆｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏ１卿

医（内科２）
肘鵬１ＳＳｅｎ　ｕ七Ｓ加■ｄ…１１

工（ｆ離Ｄ

鮒甘ｅ 環境科学部

Ｓｔ・ｔ１・ｔ１・・１刊・…ｙ州耐Ｍ抵ｔ…ｔ・（※廃刊）　　　　　　　　　経済分館
冊旧Ｓｔｒｕ血１ｒａｌｅｎｇ１鵬ｒ」０ｕｍａ１研廿ｅｌｎＳｔ１ｔｕｔｌＣｎ研跣ｒ伽ａ１晦

１鵬ｒＳ 　　　　工（織笥
Ｔｅ虻１１ｅｒ餓ａｒｄ１」肚ｎａｌ

教（家政）

…１醐畑Ａ 教（教育）
此ｏ１ｏｇｌｃａｌ　ｒｅｓｅａｒｃｈ　ａ」ｃｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｃｌ■ｎＩｃａ１州１批ｒａｔｏｒｙ　ｌｎｖ酎１鉢１ｍ　　　　　　　　　医（泌尿）

肚甘ｒｅｓｏ」ｒｏｅｓｒ欄ｒｃｈ
工（社開）

帖１ｄ１昭１ｎ肺ｗ〕ｒｌｄ
工（構造う

ＺｅＩｔｓｃｈｒ■冊ｆ
・ｒ 榊榊Ｉｋｍｄ鮒Ｉｋ 　　　　　　　　　　エ（構造）
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長崎大学附属図皇館報Ｎｏ８６

■

購入 中止誌名（洋雑誌）
Ｚｅｉ鮒ｉｆｔｆ ・ｒ伽ｔｇｅｓｃｈｉｄ１ｔｅ

Ｚｙｃｉｅ 鮒ｃｚｅ（※廃刊）

所在
教（美術）

購入中止和雑誌（６０誌）

購入中止雑誌名（和雑誌） 所在
法律判例文献情報 環境科学部
＾ＳＣｌ　ｌ ↑静拠理セ
ＢＴ　１…旨術弓…巾占　１ｂ

　ｉ　ｊｕｔｓｕ　ｔ曲ｏ　１ｍ耐ｈ 　ｙ　ａｒ１二ｍ螂ｚ　ｉｎｅ 教（美術）

０ｍ＝Ｒｌジャーナル（※休刊）

肚 教（美術）

ｅとらんす ：ｐｏｒｔａｌ　ｓｉｔｅ　ｔｏ　ｔｒａｌ１ｓｌａｔｉｃｎ

１血ｅｒ耐旧駆ｉｍ ↑静拠理セ

伽ｍａｌｏｆｈｙｄｒｏｓｃｉｍ州ｈｙｄｒ刎１ｉｃ贈ｉｎｅｅｒｉｎｇ 工（社開）

Ｌｉｒｌ』ｘ旧艇ｉｍ 情報処理セ

伽１ｉｆｅ１廿ｅｍｉ舳１ｉｆｅｓｔｙ１ｅｍａ釦ｎｅ（※廃干１１） 工（機械）

舳ｍ．別冊 １９ｒ幼ｉＣ　ＳＣｉ舳旧拠ｉｎｅ 教（地学）

英語青年 教育英語

エコノミスト 経済学部

海外繊維技術文献集 教（家政）

考える子ども 教（教育）

環境基準 ・規制対策の実務 医学衛生学

季刊外国為替

季刊社会保障研究 教（教育）

気象（※休刊） 教（地学）

気象（※休刊） 環境科学部

教育と情報（※休刊） 教（教育）

近代画説 １明治美術学会誌 教（美術）

蟄術新潮 教（美術）

芸大 ・美大をめざす人へ 教（美術）

月刊染織ｏ 教（美術）

月刊タッチＰＣ 中央館

工場管理

ひと社会 保健管理セ

國華 教（美術）

思想 教育独語

証券（※休刊）

寸静拠理学会研究報告．ｌＣＳ知能と複雑系 情報処理セ

情報処理学会研究報告．阯自然言語処理研究会報告 ｆ静拠理セ

食の科学 水（生化）

人工知能学会誌 情報処理セ

人工知能学会誌 機能開発セ

人工知能学会論文誌 機能開発セ

数学セミナー ↑静拠理セ

繊維科学 教（家政）

海害の科学 教（家政）
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　　　　　　　　　　　　　■

長崎大学附属図書館報Ｎｏ．８６

購入中止雑誌名（和雑誌） 所在
体育の科学 教（倒本）
一“　　　　　　　■

丁アル丁 教（美術）

デザインの現場 教（美術）

鐵と鋼 工（構造）

電子情報通信学会技術研究報告．叩電子ディスプレイ 教（技教）

電子情報通信学会論文誌以情報 ・システムＨ青報処理 工（情シ）

日経ピジネス

日本化学会誌 ：化学と工業化学（※休刊） 環境保全セ

日本銀行調査月報

日本建築学会計画系論文集 工（構造）

日本生理学雑誌 教（倒本）

文寧 教（独語）

別冊デザインの現場 教（美術）

別冊美術手帖 教（美術）

法学教室 麟学１
漸妾学会誌 工（楴胞
熔接肢術 工（非離ｏ

臨床スポーツ医学 教（保体）

臨床スポーツ医学 教（保体）
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長崎夫学附属図書館報Ｎｏ８６

■

平成１３年度附属図書館統計
１． 蔵書数

区　　分
図書（冊数） 雑誌（種類数）

和 洋 合　　　計 和 洋 合　　　計

中　央図書館
■　　　一　　　一　　　■　　　一　　　■　　　‘　　　一　　　・　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

４１０，８８６

■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　一

　１２７ ，０８

■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■

　５３７ ，９６６

　　　一　　　・　　　一　　　一　　　’　　　一　　　’

　　９ ，４０９

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　■　　　一

　　３ ，０２７

■　　　■　　　一　　　■　　　一　　　一　　　■　　　■

　　１２ ，４３６

■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　■　　　一

医　学　分　館
■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　■　　　ｉ　　　…　　　　　　　　　　　　　　　■　　　一　　　一　　　一

　１２３ ，２６１

　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一

　１１１ ，５９０

一　　　■　　　１　　　■　　　■　　　■　　　■

　２３４，８５１

　　　・　　　…　　　　　　　　　　　　　．　　　一　　　■

　　２ ，７８

　　　一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■

　　３ ，０１

　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一

　　５ ，７９６

■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■

経済学部分館
２０２ ，５９８ ８９ ，３４ ２９１ ，９３８ ２， ４３７ ８７ ３， ３１１

全　　　　　　館 ７３６ ，７４５ ３２８ ，０１ １， ０６４，７５５ １４ ，６３０ ６， ９１３ ２１ ，５４３

平成１３年度末図■蔵■比率

医学分館
　２２％

中央図■館
　５１％

２． 年間受入数

区　　分
図書（冊数） 雑誌（種類数）

和 洋 合　　計 和 洋 合　　計

中央図書館一　　　　一　　　　■　　　　■　　　　一　　　　■　　　　■　　　　一　　　　　　　一　　　　■　　　　■　　　　　　　■　　　　■　　　　■

　　４，９１７

■　　　■　　　１　　　’　　　一　　　‘　　　一

　１ ，７８８

一　　　一　　　■　　　一　　　■　　　■　　　一

　　６ ，７０５

■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一

　　３ ，２６５

・　　　・　　　一　　　一　　　一　　　一　　　■　　　一

　　　　７１８
一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■

　　３ ，９８３

■　　　１　　　１　　　一　　　一　　　■　　　一　　　・

医　学　分　館
■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一　　　Ｉ　　　■　　　‘　　　・　　　・

　　１ ，８２３

．　　　・　　　・　　　一　　　一　　　一　　　一

　２ ，３８７

　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■

　　４，２１０

■　　　■　　　ｉ　　　‘　　　・　　　・　　　．　　　・

　　　６８６
一　　　一　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　一

　　　　６７１
　　　■　　　■　　　■　　　■　　　■　　　‘　　　・　　　・

　　１ ，３５７

　　　．　　　■　　　一　　　■　　　■　　　一　　　一

経済学部分館
２， ８５３ １， ４０４ ４， ２５７ １， ２７３ ４７０ １， ７４３

全　　　　　　館
９， ５９３ ５， ５７９ １５ ，１７２ ５， ２２ １， ８５９ ７， ０８３

年間受入雑誌種類数（参考，単位 １種）

４５００

４０００

３５００

３０００

２５００

２０００

１５００

１０００

５００

　○
　　　中央図書館 医学分館 経済学部分館

團平成１１年度

■平成１２年度

口平成１３年度
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長崎大学附属図童館報Ｎｏ８６

３． 入館者数 ・貸出冊数

区　　分 入　館　者　数 貸　出　冊　数
教官 一職員 ・学生 学外者 合計 教官 職員 学生 学外者 合計

中　央　図　書　館
■　　１　　一　　■　　■　　■　　■　　■　　Ｉ　・　一　■　　一　　■　　■　　一

１日平均 ・開館２８４日）

　　　２６３ ，７３０

　　一　　■　　■　　一　　■　　■　　一　　・　　■　　■

　　　（９２８ ．６）

※４，９３６

　　　■　　　一　　　一　　　■

１７ ．４）

２６８ ，６６６

　　■　　１　　・　　■　　・

９４６ ．０）

　　７６２
　　　一　　　一　　　一　　　■

　（２ ．７）

　４９２
　　　■　　　一　　　一　　　■

１． ７）

　４０ ，１４１

　　　一　　　一　　　一　　　一　　　・

１４１ ．３）

　１８４一　　一　　ｉ　　　　■（０．７）

医　　学　　分　　館
■　　一　　■　　■　　１　・　一　■　・　　■　　■　　一　　■　一　一　一

１日平均 ・開館２８９日）

　　　１２０ ，８３２

　　一　　■　　１　　ｉ　　一　　一　　■　　■　　１　　一

　　　（４１８ ．１）

　１ ，４４９

　　　・　　　・　　　■　　　１

５． Ｏ）

１２２ ，２８１

　　　・　　　・　　　■　　　・　　　一

４２３ ．１）

　　７３９
　　■　　■　　ｉ　　■

　（２ ．６）

　２４５
　　　一　　　Ｉ　　　一　　　■

０． ８）

　１２３８９
　，　　　・　　　一　　　・　　　一　　　一

４２ ．９）

　　０一　　　■　　　■　　　一　（０）

　１３ ，３７３

　　　・　　　ｉ　　　■　　　１

４６ ．３）

経済学部分一　ｉ　一　■　．　　■　　■　　１　　■　　■　■　・　一　■　　・　　■

１日平均 ・開館２７３日）

　　　４３ ，６４６

　　ｉ　　一　　・　　ｉ　　■　　１　　■　　■　　■

　　　（１５９ ．９）

　３６８
　　■　　　　一　　　　■　　　　■

１． ３）

　４４ ，０１４

　　　一　　　一　　　一　　　一　　　１

１６１ ．２）

　２ ，９４７

　　　■　　　１　　　一　　　■

１０ ．８）

　１４２
　　　■　　　■　　　１　　　■

０． ５）

　５６７０
　，　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

２０ ．８）

　８ ，７５９

　　　一　　　一　　　・　　　■

３２１）

合　計 ４２８ ，２０８ ６， ７５３ ４３４ ，９６１ ４， ４４８ ８７９ ５８２００
，

１８４ ６３７１１

※貴重図書室入室者２２０名を含む
。

４． 参考調査（全館）

全　　　館 教職員 学生 学外者 合計

文献所在調査 １４ ，１０７ ３， １４０ ３５８ １７ ，６０５

事項調査
１， １５９ ５８８ １６９ １， ９１６

利用案内
１， ４３０ ３， ３４９ ３０２ ５， ０８１

情報検索
８６９ ６７４ ６２ １， ６０５

そ　の　他 １ １ ０ ２

合　計 １７ ，５６６ ７， ７５２ ８９１ ２６ ，２０９

５． 利用指導（全館）

区　　　　　分 前　期 後　期 合　計
開催回数 参加人数 開催回数参加人数 開催回数 参加人数

図書館ツアーコ■ス Ｏ ０ １ １３

図書検索コース （１２） （９３）
１ １４

雑誌検索コース （８） （６６）
１ ４

新聞記事検索コース （８） ３５ （５４） ３４８
１ １０ ４８ ４３０

情報検索コース・その他 （７） （１７６） １ ５

情報検素Ａコース ０ ７ ３５

情報検素Ｂコース Ｏ １ １

合　　計 ３５ ３４８ １３ ８２ ４８ ４３０

（カッコ 書きは延べ回数 ・人数）
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長崎夫学附属図書館報Ｎｏ８６

　　６ ．相互利用（全館）

区　　　　　　分 教職員 学生 学外者 合計

学内他図書館 文献複写 依　　頼 ５２６ １０７ ／ ６３３

受　　付
６４１ ０ ／ ６４１

相互貸借 借　　受 ８６ ３ ／ ８９

貸　　出 ７７ １ ／ ７８

学外他機関 文献複写 依頼 他大学図書館
１１ ．３４４ １， １９９ ／ １２ ，５４３

その他の機関 ４９７ ９６ ／ ５９３

国　　　外
９７ ０ ／ ９７

受付 他大学図書館 ／ ／
８， １５３ ８， １５３

その他の機関 ／ ／ ２６７ ２６７

国　　　外 ／ ／ ０ ０

相互貸借 借受 他大学図書館 ３２０ ６６ ／ ３８６

その他の機関 ８ ５ ／ １３

国　　　外 １ ０ ／ １

受付 他大学図書館 ／ ／ ４１５ ４１５

その他の機関 ／ ／ ２０ ２０

国　　　外 ／ ／ ０ ０

一

依頼件数推移（参考．文献複写依頼件数十現物借用件数）

中央図書館 医学分館　　　　　　　　経済学部分館

受付件数推移（参考，文献複写受付十現物貸出件数）

中央図■館
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長崎大学附属図書館報Ｎｏ．８６

平成１４年度附属図書館委員会委員名簿

官職指定委員

官　職　名

　館長　　　　　　　　　　安河内義己

　（任期　平１３ ．　４ ．　１～平１５ ，　３　３１）

　医学分館長　　　　　　　中村　　卓

　（任期　平１３ ．７ ．１６～平１５ ，　７　１５）

　経済学部分館長　　　　　柴多　■雄

（任期　平１４ ．　５ ．１７～平１６ ．　５ ．１６）

　総合情報処理センター長　　黒田　英夫

　生涯学習センター長　　　　糸山　景大

　留学生センター長　　　　松村　功啓

　全学教育実施委員会委員　　栗山　■孝

　事務局長　　　　　　　廣瀬　　寛

部局選出委員

　教育学部

　経済学部

（任期

医学部

歯学部

（任期

薬学部

工学部

（任期

平１４ ．　４

平１３ ．１０

平１４ ．　４

環境科学部

水産学部

熱帯医学研究所

（任期　平１４ ．　４

生産科学研究科

医歯薬学総合研究科

（任期　平１４ ．　４

医療技術短期大学部

（任期　平１４ ．　４

　　　勝俣

　　　三原
１～平１５

　　　松山

　　　吉田
１～平１５

　　　中村

　　　香川
１～平１５

　　　池永

　　　松林

　　　門司
１～平１５

　　　玉置

　　　吉田

１～平１５

　　　松本
１～平１５

　隆

泰煕

３１）

俊文

教明

３１）

純三

明男

３１）

敏彦

法寛

和彦

３１）

昭夫

教明

３１）

　正
３１）

官職指定委員

官　職　名

　医学分館長

部局選出委員

医学部

歯学部

（任期

薬学部

（任期

平１３ －１０

平１４ ．　４

熱帯医学研究所

（任期　平１４ ．　４

医学部附属病院

歯学部附属病院

（任期　平１３ ．１０

中村　　卓

　　　松山

　　　吉田
１～平１５ ．　３

　　　中村
１～平１６ ．　３

　　　門司
１～平１５ ．　３

　　　雨宮

　　　吉田

１～平１５ ．　３

俊文

教明

３１）

純三

３１）

和彦

３１）

次生

治志

３１）

官職指定委員

官　職　名

　経済学部分館長

部局選出委員

　経済学部

　（任期　平１４

　経済学部

　経済学部

　経済学部

　（任期　平１４

　経済学部

　経済学部

４．

４．

柴多　一雄

　　　三原　泰煕
１～平１５ ，　３ ．３１）

　　　田村　耕一

　　　高木かおる

　　　川口　幸美
１１～平１６ ，　４　１０）

　　　東條　　正

　　　白水　桂子

い１期ｆ記
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長崎大学附属図書館報Ｎｏ８６

■

　　　　　　　　　　　　ノ、　　　　事　　　　；己　　　　重カ

　　　　　　　　　　（新）　　　　　　　　　　　　（旧）

４月　１日付　山口大学附属図書館情報管理課長　　情報サービス課長　　村　上　章　徳

　　　　　　　情報サービス課長　　　　　　　　　（独）国立女性教育会館情報交流課長

　　　　　　　資料管理係

　　　　　　　情報システム係

　　　　　　　医学情報係

　　　　　　　資料管理係（事務補佐員）

８月２０日付　資料管理係（育児休業）

　　　　　　　資料管理係（育児休業に伴う臨時的任用〕

３月３１日付　　　（退　　職）

　　　　　　　　　　　　図　　　…苧　　食宮

情報システム係

医学情報係

資料管理係

（新規採用）

資料管理係（事務補佐員）

日　　　言志

森高　桂子
深　川　昌　彦

宮崎　紀子
森　石　みどり

松　田　　綾

宮　脇　千　幸

田　中　　舞

流　川　彩　子

３月　８日（金）平成１３年度第４回附属図書館委員会

　　１３日（水）施設見学（放送大学長　教務部長）

　　１４日（木）施設見学（防衛庁防衛研究所　上野図書館長）

　　１９日（火）古写真展開催（於 ；京王聖蹟桜ケ丘ショッピングセンター～３／２０）

４月　１日（月）人事異動者辞令交付 ・着任式（森高情報サービス課長）

　　１８日（木）第３２回九州地区国立大学図書館協議会（於 ；別府市　亀の井ホテル）

　　１９日（金）第５３回九州地区大学図書館協議会（於 ；別府市　亀の井ホテル）

　　２５日（木）附属図書館係長会議

５月　９日（木）幕末明治期古写真超高精細画像データベース公開記者発表

　　１７日（金）長崎県大学図書館協議会幹事館会議

　　２１日（火）平成１４年度国立大学附属図書館事務部課長会議（於 ；学術総合センター）

　　２３日（木）第７３回日本医学図書館協会総会（於 ；松山市　南海放送本町会館）

　　２８日（火）平成１４年度第１回附属図書館医学分館運営委員会

　　２９日（水）平成１４年度第１回附属図書館経済学部分館運営委員会

　　３０日（木）附属図書館係長会議

６月１２日（火）長崎県大学図書館協議会総会（於 ；佐世保市　長崎国際大学）

　　１７日（月）マサチューセッツエ科大学（宮川教授）来館

　　２６日（水）第４９回国立大学図書館協議会総会（於 ；鳥取市　鳥取県立県民文化会館）

７月　４日（木）平成１４年度第１回附属図書館委員会

　　２７日（土）平成１４年度九州地区国立大学附属図書館ソフトボール大会

８月　６日（火）平成１４年度第２回附属図書館医学分館運営委員会

長崎大学図書館報図書館ニュース　ＮＯ．８６　２００２年（平成１４年）８月３１日発行

編集委員会　委員長　森高　桂子

　　　　　　委　員　金丸明彦 ・志波原智美 ・塩塚一枝 ・原田■洋 ’山下昭光

発行長崎大学附属図書館　〒８５２－８５２１　長崎市文教町１－１４

電話　（０９５）８４７－１１１１（大代表）　 ＨＰアドレス　ｈｔｔｐ１ ／／ｗｗｗ ．ｌｂ ．ｎａｇａｓａｋｉ－ｕ ．ａｃ ．」ｐ／
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